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次世代ミーティング（溝口公民館） 意見記録 
 

開催日時 令和 7 年 9 月 6 日(土) 10 時〜11 時 40 分 開催場所 溝口公民館 

参 加 者 
伯耆町 5 名 

住民 7 名 

概 要 ・町制２０周年記念映像の視聴・町長から町政提案説明・意見交換 

 

（参加者意見及び町側回答） 

Ｎo 参加者意見 町側回答等 

環
境
・
教
育 

生ごみの家庭処理（堆肥化・コンポスト）の支援

を強化してほしい。 

子どもたちが日常的に見て学べるように、地域

での実践事例を増やし、意識を育てる取り組み

が重要で、小さい事業だけどごみ焼却工場の

燃料使用や CO2 排出の観点で地球温暖化対

策にもつながるので、家庭での減量化推進は

大事だと考える。 

 

子どもへの意識改革のために、家庭からできる

ことを全町的に進めてほしい。 

 

生ごみをエコ的に対応することで、焼
却工場の負担軽減につながることは認
識している。 
 
近年、コンポスト等の購入補助の申請
がなく、今後検討が必要だと考えてい
る。 
 
 

移
住 

出て行った若者が U ターンしやすい環境づくり

（子育て支援の充実や伯耆町でしかできない教

育施策の整備）が必要だと思う。 

いきなり移住ではなく関係人口を増やす取り

組みができないか検討してほしい。 

 

 

 

 

 

人口を増やす対策については、若者世
代など U ターンされる方や、シニアな
ど退職して移住される方など、ターゲ
ットを絞った対策が必要だと感じてい
る。 
 
地域の活気については、様々なイベン
トが中止されて集落のリーダーがいな
くなってしまったと感じている。 
 
国の補助金や制度を活用して、行って
いきたいと考えている。 
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Ｎo 参加者意見 町側回答等 

移
住 

現在、トレーラーハウス等の移動可能な宿泊施

設を国の補助金を活用して導入し、平時は宿泊

が安価な宿として活用するなどをしてはどう

か。 

空き家活用について、海外では条件付きで譲

渡や改修支援を行っている。 

空き家については調査を実施してい
る。 
仏壇や所有者の所在、権利関係などの
問題があり、譲渡や改修を行うにも課
題が多い。 
 
疎開保険ということで一時的に滞在で
きる制度を運用されている自治体もあ
る。（空き公共施設を改修して一時的に
宿泊できる仕組み） 
 
県外からいきなり伯耆町に移住するの
ではなく、米子市に一時的に移住さ
れ、近隣市町村の移住支援策を比較し
てから移住されるケースがある。 
 

大きな災害があった場合に、避難する場所があ

るということは、安心できると思う。 

また、普段から都会との交流もできるのでとて

もよい事業だと思う。 

疎開保険という一時的に滞在できる制
度で、災害時でも避難できる仕組みと
なっているので有効だと考える。 

地
域
活
性
化 

特技やスキルを登録する「人材バンク」を作り、

ワーキングスペースや創業支援の場を充実さ

せ、若者や起業希望者の居場所を作ることが必

要だと考える。 

学校や地域行事、地元企業と連携することで、

大規模な受注にも対応でき、地域の活性化に

つながる。 

 

 

テラソのワーキング事業を拡大したよ
うなイメージを受けた。 
現在も高齢者が参加している。 
 
業界ごとで実施されている事業を、結
びつけることで、新しいものが創出で
きるようなことも考えていきたい。 
 

子
育
て 

仕事をしつつ PTA 活動など団体活動や会議な

どに参加していると、普段の生活に負担が大き

い。 

保護者の負担軽減のため、居場所づくり（児童

クラブ以外の自由に集まれるスペース、子ども

食堂など）の支援が必要だと思う。 

 

地域で子育てをするイメージが少ない。 

 

 

 

 

子ども食堂など事業を行う際に、行政
として支援を行う制度がある。 
こういった事業を行う計画等がある場
合は、一度行政に相談してほしい。 
 
学校支援ではボランティア登録が充実
してきているが、具体的な地域活動と
なるとできてない状況だと思う。 
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Ｎo 参加者意見 町側回答等 

教
育 

学校や児童クラブ以外で、子供にもっと自由な

活動ができるような時間を設けてほしい。 

 

核家族ではなかったので、高齢者にフォローし

てもらいながら子育てができている。 

伯耆町として教育があっても、小学校単位で子

育て世代や子供のニーズが違うので、地域の特

色を生かした教育ができればいいのでは。 

 

県外では小学生が地域の活性化対策を検討し

て行っている事例もある。 

放課後や休日にそうした場があるのが
理想だと思う。 
 
体験型教育（林業体験、間伐作業、自然
学習など）を実際に行ってきた経緯も
あるが、現在は少なくなってきている。 
 
学校の授業時間を変更できるような動
きもあるので、今後、総合的な学習時
間の内容を見直すような検討もしてい
きたい。 
 

地
域
活
性
化 

この地域がわかる拠点づくりが必要だと考え

る。旧日光小学校などの活用について、交通手

段なども整備して誰でも来れる環境を整備し

てもよい。 

今後の活用について参考にさせていた
だきます。 

大山望やガーデンプレイスなどもあるが、服や

雑貨など手作り品を気軽に試験販売できる場

（常設や期間出店のスペース）が欲しい。 

※大山望やガーデンプレイスでは、服など高額

になるため、観光客にはなかなか売れない。 

 

地域で高齢者の方や集落公民館の利
活用なども検討されても、良いので
は。地域の活性化につながる。 

 


